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2015)､ 人々に ｢死｣ や ｢苦痛｣ を想像させ､
｢怖い｣ というイメージを持たれている (内閣
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ンスケアプランニングは､ ｢がん患者のエンドオブライフを見据え､ 意思決定能力の低下に備えて､ 患者や家族､ 患者の
大切な人､ 医療従事者がともに患者らしさを探求し､ 患者を主体としながらエンドオブライフケアにおける対話のプロ























   	
１. 概念分析の方法










Walker & Avantの概念分析の方法を用いた｡ 分
析の手順は､ 既存の文献や資料から､ ACPの定
義や要素について言及しているものを抽出し､
概念の用法､ 概念の属性､ モデル例の提示､ 先
行要件と帰結を明らかにし､ 概念の定義を検討







































きることが承認された (樋口, 2016)｡ 1990年
アメリカで患者の自己決定権法 (patient self-











るようになった (Rogne, 2014)｡ ADが十分に機
能していないことを受け､ 支援方法の検討が行
われ､ Emanuelら (1995) は､ 終末期医療にお
ける患者の意向について書類を作成することに
重点をおくのではなく､ その作成過程の話し合







視点から (瀧本, 2016)､ 法学では尊厳死・安
楽死の課題を含んだ終末期医療の法的整備に関
する視点から (樋口, 2016)､ 医学では終末期
医療の実態や終末期の意向確認の方法など臨床




指示 (advance directive)｣ ｢living will｣
｢DNR｣ に焦点をあてた内容のものがほとんどで
あった｡ 角田 (2015) は､ 日本のACPの現状を
調査し､ ACPを必要とする医療機関や居宅など
の ｢場｣､ 終末期や高齢期などの ｢時期｣､ 治療
方法やケア､ 治療の中止や差し控えなどの ｢選
択｣､ 判断能力の低下やがん末期状態､ 経口摂
取困難などの ｢状態｣､ 患者､ 家族､ 医師､ 看












を指す｣ とされている｡ ACPの定義は､ 様々で
あり､ 統一したものは見られていない｡ 例えば､






のである｣､ アメリカ医師会 (Domon, 2001) で
は ｢患者が自分で意思決定ができなくなった場














クティブ (Advance Directives：AD)､ リビング
ウィル (Living Will)､ DNAR (Do not attempt
resuscitation)､ エンドオブライフケアがある｡







では､ ADには代理人指示 (proxy directives)
と内容的指示 (instructional directives) の
















れている (阿部, 2015)｡ エンドオブライフケ













理解し (Green , 2011：Pettifer, 2013中澤,
2014：田中, 2015)､ 治療やケアの目標を探っ
ていく (Boyd, 2010：Prommer, 2010：Street,
2010：Zhou, 2010：Volandes, 2012：Clark, 2015：




Jawahri, 2010：Hirschman, 2010：Cohen, 2011：
Green, 2011)､ 将来の医療やケア (Kuczewski,
2000：Cohen, 2011：Green, 2011：Fu, 2012：
Epstein, 2013：Lyon, 2013：Pettifer, 2013：
Schubart, 2014：田中, 2015：Rietjens, 2016)､
代理意思決定者 (Prommer, 2010：Green, 2011：
片山, 2014：角田, 2015) を決めていくことで
ある｡
【患者主体の人生計画】とは､ 患者に意思決
定への参加を促し (Qaseem, 2008：Green, 2009：
Street, 2010：Pettifer, 2013)､ 患者が主体と
なって (Boyd, 2010：Zhou, 2010：Fu, 2012：
De Vleminck, 2014：Rietjens, 2016)､ 患者ら
しさを活かした計画を立てていく (伊藤, 2009：











2008：Prommer, 2010： Volandes, 2012：Epstein,
2013：中澤, 2014：角田, 2015：Tokito, 2015：
田中, 2015： Johnson, 2016)､ 意向を文書化
(Smith, 2008：Volandes, 2012： Mishael, 2015)
していくことである｡
【継続的な取り組み】とは､ がんのすべての















































































































































2012：Pettifer, 2013：角田, 2015) や死にゆ
く過程やエンドオブライフの自立低下などを見
据えた＜エンドオブライフの状態＞ (Cohen ,





2009：Street, 2010：片山, 2014：中澤, 2014：






































































ޣ  ޤ㧦ࠞ࠹ࠧ࡝࡯ 
㧨 㧪㧦ࠨࡉࠞ࠹ࠧ࡝࡯ 
が促進＞ (Volandes , 2012) し､ ＜アドバンス
ディレクティブの表明＞ (：Horne, 2006：
Volandes, 2012：片山, 2014：Clark, 2015：田
中, 2015) がなされることで､ ＜延命治療の減
少＞ (Mattes, 2015) や＜患者・家族の心身の
苦痛の軽減＞ (Obel, 2014：Tokito, 2015：
Mattes, 2015：田中, 2015) がもたらされるこ
とである｡ 【患者・家族の満足】とは､ ＜患者
の望む医療の提供＞ (Obel, 2014：竹内, 2015：





















































































De Vleminck, 2014：Obel, 2014)｡ しかし､ 医
療者には終末期の話題に対する抵抗があり､ 患
者に終末期の意向を確認するタイミングは遅い
傾向にある (竹内, 2015)｡ 実際に､ 患者は医師
と将来の医療やケアについての会話を望んでい

































































実施されている (和泉, 2015)｡ そしてACP介入
のツールとして､ ビデオ (Volandes, 2012：
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